
問題
近年、ソーシャルネットワークサービスや動画配信サイトが普及し、インターネット広告について様々

な活用が試みられるようになってきた。多くの企業がインターネット広告をプロモーションツールとして
活用し、オンラインでの広告視聴から購買へ直結させる試みもなされている。こうしたインターネット広
告の一つとして物語形式の広告（以下、物語広告）がある。この物語広告は、閲覧者同士で広告の内容
を伝えあうなどして話題を呼び、購買意図や態度を向上させ、さらに従来の広告処理過程とは異なる処
理過程を生じていることから、実務と学術の両面で注目されている（Escalas, 2004; van Laer, de Ruyter, 

Visconti, & Wetzels, 2014）。
一方、広告研究では、現実の購買場面を想定した広告効果を扱ってこなかった（岸 , 1997）ことから、

購買場面において物語広告がどのような効果を示すのかについて明らかにできていない。しかし、今や物
語広告がプロモーションツールとして実用化される事情にあることから、現実の購買場面における物語広
告の効果について早急にまた深く研究する必要があるように思われる。

そこで、本研究では、現実の購買場面として、物語広告内で扱われた製品がその代替製品と比較される
状況を想定し、物語広告が購買意図に及ぼす影響を検討した。
研究1

広告視聴後に呈示される「代替製品の提示有無」、および、先行研究において物語広告が購買意図に及
ぼす影響を向上させるとされてきた「製品カテゴリに対する知識量」を独立変数とし、「広告視聴による
当該製品に対する購買意図の変化量」を従属変数とした。タブレットPCを題材とした結果、知識量が高
くかつ代替製品が呈示されない場合にのみ、物語広告は購買意図に正の影響を及ぼし、それ以外の条件で
は影響を及ぼさないことが示された。すなわち、物語広告の視聴後に代替製品が呈示されることによって
広告の効果は抑制されることが示された。
研究2

研究1の効果が他の製品カテゴリにおいて同様にみられるかどうか、さらに、広告効果に強い影響を及
ぼすとされている没入がどのような影響を及ぼすかについて、検討した。そこで、独立変数として、広告
視聴後に呈示される「代替製品の有無」に加え、製品カテゴリ特性である「熟慮性の程度」と消費者の広
告反応である「没入の程度」を設定した。ここでは、熟慮性の低い製品カテゴリとしてスポーツ飲料と栄
養調整食品が用いられ、熟慮性の高い製品カテゴリとしてタブレットPCとブルーレイレコーダーが用い
られた。その結果、熟慮性が低い製品では代替製品の呈示有無に関わらず没入の程度が購買意図に影響し、
熟慮性が高い製品では代替製品の呈示が無い場合のみ没入が購買意図に影響することが示された。

これら2つの研究から、物語広告をプロモーションツールとして効果的に活用するためには、没入を向
上させ、また製品カテゴリ特性と消費者特性に応じた施策を用いることが必要であることが示された。
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